
介護福祉士資格取得支援事業
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日
本
社
会
福
祉
弘
済
会
は
、
昨
年
に
任
意
団
体
設
立
か
ら
40
周
年
、
本
年
8

月
に
財
団
法
人
設
立
認
可
か
ら
30
周
年
の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
た
び
、

こ
の
記
念
す
べ
き
年
に
「
公
益
財
団
法
人
　
日
本
社
会
福
祉
弘
済
会
」
の
理
事

長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
ご
挨
拶
を
兼
ね
、
日
社
済
の
事
業
と
沿
革
を

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
本
会
は
任
意
団
体
設
立
か
ら
、
厚
生
労
働
省
の
ご
指
導
と
全
国
社
会
福
祉
協

議
会
を
は
じ
め
と
す
る
福
祉
関
係
団
体
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
関
連

生
命
保
険
会
社
と
密
接
に
連
携
し
、
事
業
内
容
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
引
き
続
き
福
祉
ス
タ
ッ
フ
の
応
援
団
と
し
て
の
事
業
展
開
を
目
指
し
、
微

力
な
が
ら
社
会
の
お
役
に
立
っ
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご

指
導
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆日社済は「社会福祉施設等社会福祉事業に従事する者等に係わる研修・研究事業その他社
会福祉に関する諸活動に対して助成等を行い、もって我が国及びアジア等の社会福祉の向上

本会は、4つの公益事業と会員向け事業である共益事業を中心に活動しています。
に寄与すること」を事業目的にしています。

詳しくは、日社済ホームページをご覧下さい。
http://www.nisshasai.jp

共益事業アジア福祉
助成事業

社会福祉助成
事業

空飛ぶ車いす
支援事業

介護福祉士
資格取得
支援事業

就
任
挨
拶
（
日
社
済
の
事
業
と
沿
革
）

日
社
済
の
主
な
事
業

公
益
財
団
法
人 

日
本
社
会
福
祉
弘
済
会

理
事
長
　
寺
田 

亮
一
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沿  

革

１
９
７
３
年（
昭
和
48
年
）10
月
1
日	

日
本
社
会
福
祉
弘
済
会（
任
意
団
体
）設
立

［
理  
事  

長
］　
渥
美
　
節
夫 

厚
生
省（
現
厚
生
労
働
省
）

［
専
務 
理
事
］　
寺
田
　
　
銕 

日
本
教
育
公
務
員
弘
済
会
会
長

［
理
　 
　
事
］　
安
部
　
欣
一 

日
本
教
育
公
務
員
弘
済
会
事
務
局
長

［
理
　 

　
事
］　
登
丸
　
福
寿 

日
本
愛
護
協
会
会
長

［
理
　 

　
事
］　
本
間
光
太
郎 

協
栄
生
命（
現
ジ
ブ
ラ
ル
タ
生
命
）常
務
取
締
役

［
監
　 

　
事
］　
林
　
　
正
雄 

協
栄
生
命（
現
ジ
ブ
ラ
ル
タ
生
命
）取
締
役

［
監
　 

　
事
］　
寺
田
　
亮
一 
社
会
福
祉
法
人
明
光
会
常
務
理
事
兼
事
務
局
長

１
９
７
３
年（
昭
和
48
年
）11
月　
「
共
済
事
業
」の
開
始

１
９
８
４
年（
昭
和
59
年
）	8
月
1
日	
財
団
法
人
設
立
許
可
を
受
け
る	

基
本
財
産
1
億
円（
日
社
済	

５
千
万
円		

協
栄
生
命
寄
付	

５
千
万
円
）	

助
成
事
業
選
考
委
員
会
を
発
足
し
、助
成
事
業
を
開
始

［
理  

事  

長
］　
渥
美
　
節
夫 

厚
生
省（
現
厚
生
労
働
省
）

［
常
務 

理
事
］　
高
橋
　
義
治 

協
栄
生
命（
現
ジ
ブ
ラ
ル
タ
生
命
）　
団
体
営
業
部
長

［
理
　 

　
事
］　
大
須
賀
忠
夫 

社
会
福
祉
法
人
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
副
会
長

［
理
　 

　
事
］　
河
村
　
定
治 

株
式
会
社
福
祉
新
聞
社
社
長

［
理
　 

　
事
］　
高
山
　
照
英 

東
京
都
同
胞
援
護
会
理
事
長

［
理
　 

　
事
］　
恒
屋
　
光
行 

協
栄
生
命（
現
ジ
ブ
ラ
ル
タ
生
命
）法
人
営
業
部
長

［
理
　 

　
事
］　
寺
田
　
亮
一 

社
会
福
祉
法
人
明
光
会
理
事
長

［
理
　 

　
事
］　
登
丸
　
福
寿 

社
会
福
祉
法
人
は
る
な
郷
常
務
理
事

［
理
　 

　
事
］　
中
川
　
幽
芳 

社
会
福
祉
法
人
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
参
与

［
理
　 

　
事
］　
町
田
　
英
一 

社
会
福
祉
法
人
東
京
都
社
会
福
祉
協
議
副
会
長
常
務
理
事

［
監
　 

　
事
］　
松
井
　
春
夫 

社
会
福
祉
法
人
家
庭
授
産
奨
励
会
常
務

［
監
　 

　
事
］　
尼
寺
　
哲
夫 

協
栄
生
命（
現
ジ
ブ
ラ
ル
タ
生
命
）相
談
室
長

１
９
９
６
年（
平
成
8
年
）10
月
31
日	

金
田	

一
郎（
厚
生
省
）理
事
長
就
任

１
９
９
7
年（
平
成
9
年
）　

基
本
財
産
10
億
円
達
成
／「
ア
ジ
ア
福
祉
助
成
事
業
」の
開
始

１
９
９
9
年（
平
成
11
年
）　
「
空
飛
ぶ
車
い
す
支
援
事
業
」の
開
始

２
０
0
４
年（
平
成
16
年
）　

社
会
福
祉
助
成
額
累
計
約
5
億
円
達
成

２
０
０
５
年（
平
成
17
年
）　
「
介
護
福
祉
士
資
格
取
得
支
援
事
業
」の
開
始

２
０
０
6
年（
平
成
18
年
）11
月
30
日	

評
議
員
会
の
設
置

２
０
１
２
年（
平
成
24
年
）4
月
1
日	

公
益
財
団
法
人
の
認
定
を
受
け
る

２
０
１
４
年（
平
成
26
年
）	3
月　

基
本
財
産
15
億
円
達
成	

社
会
福
祉
助
成
総
累
計
２
１
１
８
件
、６
億
７
１
２
０
万
円
と
な
る	

「
空
飛
ぶ
車
い
す
」27
カ
国
６
千
人
以
上
に
寄
贈

２
０
１
４
年（
平
成
26
年
）9
月
8
日	

寺
田	

亮
一（
社
会
福
祉
法
人
）理
事
長
就
任

［
理  

事  

長
］　
寺
田
　
亮
一 

 

社
会
福
祉
法
人
明
光
会
理
事
長

［
常
務 

理
事
］　
森
井
　
輝
昭  

公
益
財
団
法
人
日
本
社
会
福
祉
弘
済
会
常
勤
理
事

［
理
　 

　
事
］　
松
寿
　
　
庶  

（
株
）福
祉
新
聞
社
代
表
取
締
役
社
長

［
理
　 

　
事
］　
小
林
新
太
郎  

前
財
団
法
人
日
本
社
会
福
祉
弘
済
会
常
勤
理
事

［
理
　 

　
事
］　
近
藤
純
五
郎
　  

近
藤
社
会
保
障
法
律
事
務
所（
元
厚
生
労
働
省
事
務
次
官
）

［
理
　 

　
事
］　
遠
藤
　
秀
樹  

公
益
財
団
法
人
日
本
社
会
福
祉
弘
済
会
事
務
局
長
兼
務

［
理
　 

　
事
］　
近
石
　
裕
二  

公
益
財
団
法
人
日
本
社
会
福
祉
弘
済
会
広
報
部
長
兼
務

［
監
　 

　
事
］　
大
江
　
尚
樹  

元
社
会
福
祉
法
人
東
京
都
共
同
募
金
会
常
務
理
事

［
監
　 

　
事
］　
居
関
　
剛
一  

居
関
公
認
会
計
士
事
務
所
代
表

［
評  

議  

員
］　
高
岡
　
國
士  

社
会
福
祉
法
人
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
副
会
長

 

全
国
社
会
福
祉
施
設
経
営
者
協
議
会
会
長

［
評  

議  

員
］　
平
方
　
俊
雄 

社
会
福
祉
法
人
東
京
栄
和
会
理
事
長

［
評  

議  

員
］　
炭
谷
　
　
茂 

社
会
福
祉
法
人
恩
賜
財
団
済
生
会
理
事
長（
元
環
境
省
事
務
次
官
）

［
評  
議  

員
］　
森
山
　
弘
毅  

元（
株
）協
栄
年
金
ホ
ー
ム
代
表
取
締
役

［
評  
議  
員
］　
畠
山
　
　
寛  

社
会
福
祉
法
人
恩
賜
財
団
慶
福
育
児
会
常
務
理
事

［
評  

議  
員
］　
熊
本
　
　
滋  

前
財
団
法
人
日
本
社
会
福
祉
弘
済
会
監
事

［
評  

議  

員
］　
野
村
　
　
寛  

社
会
福
祉
法
人
福
栄
会
理
事
長

 

（
前
社
会
福
祉
法
人
東
京
都
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
長
）

［
評  

議  

員
］　
大
串
　
憲
一 

公
益
財
団
法
人
東
京
都
中
小
企
業
振
興
公
社

［
理  

事  

長
］　
金
田
　
一
郎

［
副
理
事
長
］　
寺
田
　
亮
一

［
常
務 

理
事
］　
森
井
　
輝
昭

［
理
　 

　
事
］　
安
部
　
欣
一

［
理
　 

　
事
］　
松
寿
　
　
庶

［
理
　 

　
事
］　
小
林
新
太
郎

［
理
　 

　
事
］　
近
藤
純
五
郎

［
理
　 

　
事
］　
土
田
　
隆
俊

［
理
　 

　
事
］　
遠
藤
　
秀
樹

［
評  

議  

員
］　
町
田
　
英
一

［
評  

議  

員
］　
高
岡
　
國
士

［
評  

議  

員
］　
平
方
　
俊
雄

［
評  

議  

員
］　
炭
谷
　
　
茂

［
評  

議  

員
］　
森
山
　
弘
毅

［
評  

議  

員
］　
畠
山
　
　
寛

［
評  

議  

員
］　
林
　
　
正
雄

［
評  

議  

員
］　
熊
本
　
　
滋

［
監
　 

　
事
］　
大
江
　
尚
樹

［
監
　 

　
事
］　
居
関
　
剛
一
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一
、
は
じ
め
に

　

当
法
人
は
、
ア
レ
ル
ギ
ー
性
疾
患
を
め
ぐ
る
動
向

調
査
を
経
て
、
１
９
９
３
年
に
発
足
し
ま
し
た
。
患

者
と
そ
の
家
族
の
暮
ら
し
の
支
援
を
と
お
し
て
、
人

と
自
然
が
共
生
し
、
多
様
な
価
値
を
認
め
あ
い
誰
も

が
共
に
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
を
目
指

し
ま
す
。
２
０
１
１
年
、
認
定
N
P
O
法
人
を
取
得
。

主
な
活
動
内
容
は
以
下
の
通
り
で
す
。

■
ア
ト
ピ
ー
・
ア
レ
ル
ギ
ー
電
話
相
談
22
年
目

■
人
材
育
成
（
災
害
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
・
ア
レ

ル
ギ
ー
サ
ポ
ー
タ
）
■
W
e
b
サ
イ
ト
「
食
物
ア
レ

ル
ギ
ー
危
機
管
理
情
報
」
／
食
品
事
故
情
報
配
信
■

執
筆
■
講
師
派
遣
■
震
災
で
被
災
し
た
、
ア
レ
ル

ギ
ー
・
災
害
弱
者
支
援
／
コ
メ
、
医
療
機
器
等
の
無

償
提
供

二
、
事
業
概
要

1
．
２
０
１
３
年
7
月
5
日
、
２
０
１
４
年
2
月
15
日

「
専
門
職
の
た
め
の
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
ガ
イ
ド
」
勉
強

会
を
開
催
。

2
．「
市
民
が
つ
く
る
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
の
た
め
の
参

考
資
料
２
０
１
４（
学
校
給
食
編
）」を
作
成
。
栄
養
士
、

教
師
等
の
専
門
職
を
め
ざ
す
学
生
を
対
象
に
「
患
者
サ

ポ
ー
ト
」「
患
者
支
援
が
充
実
し
て
行
え
る
よ
う
」
参

考
資
料
を
作
成
し
ま
し
た
。
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
テ
ー

マ
に
学
生
用
と
し
て
作
成
し
ま
し
た
が
、
既
に
専
門
職

に
従
事
し
て
い
る
人
で
、
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
を
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
人
に
と
っ
て
も
、
必
要
な
情
報
が
手
に

入
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
骨
子
は

①
法
律
や
行
政
指
導
の
背
景
、
患
者
の
病
態
、
ア
レ
ル

ゲ
ン
の
種
類
等
の
基
礎
知
識

②
学
校
の
態
勢
、
保
護
者
と
の
確
認
事
項
等

③
調
理
場
内
の
ア
レ
ル
ゲ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
等

3
．「
参
考
資
料
」
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
公
開
し
、

医
療
分
野
と
社
会
的
分
野
を
踏
ま
え
た
も
の
、
ま
た
誰

で
も
自
由
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し

た
。（
普
及
啓
発
）

4
．
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
わ
な
い
人
の
た
め
、
ま
た

講
演
会
、
学
習
会
の
折
に
配
布
す
る
た
め
の
資
料
を
印

刷
し
ま
し
た
。

三
、
事
業
の
成
果

1
．「
専
門
職
の
た
め
の
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
ガ
イ
ド
」

勉
強
会
開
催
・
7
月
5
日
（
約
40
人
参
加
・
地
球
環

境
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
プ
ラ
ザ
・
セ
ミ
ナ
ー
ス
ペ
ー

ス
）、
市
民
が
つ
く
る
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
の
た
め
の
参

考
資
料
２
０
１
４
（
学
校
給
食
編
）
の
作
成
打
ち
合

●
助
成
事
業
成
果
報
告

N
P
O
法
人  

ア
ト
ピ
ッ
子
地
球
の
子
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

代
表
理
事　

吉
澤
　
淳

「
専
門
職（
栄
養
士
・
調
理
師（
員
）・
保
育
士
・
教
師
）の
た
め
の

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
ガ
イ
ド
」
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「くっきり ! 福祉の未来形」〜日社済助成事業成果報告〜

わ
せ
も
兼
ね
て
、「
専
門
職
の
た
め
の
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
ガ
イ
ド
」
勉
強
会
を
開
催
。
2
月
15
日
（
10
人

参
加
・
日
本
消
費
者
連
盟
会
議
ス
ペ
ー
ス
）。
専
門

職
、
専
門
職
を
目
指
す
学
生
等
を
主
な
対
象
と
し
た

が
、
当
日
は
大
雪
で
参
加
者
は
少
数
と
な
っ
た
。
当

日
の
配
布
資
料
は
神
戸
医
療
生
協
病
院
い
た
や
ど
ク

リ
ニ
ッ
ク
木
村
彰
宏
医
師
の
協
力
を
得
て
、
別
途
作

成
し
ま
し
た
。

2
．「
市
民
が
つ
く
る
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
の
た
め
の
参

考
資
料
２
０
１
４（
学
校
給
食
編
）」を
作
成 （
28
頁
）。

文
科
省
が
作
成
し
た
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
は
、聞
き
取
り
方
法
や
ア
レ
ル
ゲ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
の
方
法
な
ど
具
体
的
対
処
に
つ
い
て
詳
し
く
示
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
。
今
回
作
成
し
た
市
民
が
つ
く
る

ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
の
た
め
の
参
考
資
料
２
０
１
４（
学

校
給
食
編
）」
は
、
患
者
へ
の
具
体
的
な
聞
き
取
り
の

方
法
や
、
調
理
場
内
の
ア
レ
ル
ゲ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

の
仕
方
を
紹
介
し
て
い
る
た
め
、
文
科
省
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
運
用
す
る
た
め
の
参
考
資
料
と
し
て
活
用

で
き
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

3
．「
参
考
資
料
」
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
公
開
し
、

誰
で
も
自
由
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
よ
う
に
し
ま

し
た
。（
普
及
啓
発
）

4
．イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
わ
な
い
人
、ま
た
講
演
会
、

学
習
会
に
配
布
用
の
資
料
と
し
て
印
刷
。

※
直
接
こ
の
事
業
の
成
果
と
言
う
形
に
は
な
ら
な

か
っ
た
が
、
学
校
給
食
の
対
応
を
ど
の
よ
う
に
す
べ

き
か
整
理
す
る
過
程
で
、
合
同
出
版
か
ら
『
学
校
給

食
ア
レ
ル
ギ
ー
事
故
防
止
マ
ニ
ュ
ア
ル
-
先
生
、
親
、

子
ど
も
と
は
じ
め
る
危
機
管
理
』
を
執
筆
、
刊
行
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

四
、
成
果
の
広
報
・
公
表

　
「
市
民
が
つ
く
る
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
の
た
め
の
参
考

資
料
２
０
１
４
（
学
校
給
食
編
）」
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

上
に
公
開
し
、
誰
で
も
自
由
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る

よ
う
に
し
ま
し
た
。（
普
及
啓
発
）

　

こ
の
参
考
資
料
は
、「
修
正
・
改
善
」
を
前
提
と
し

W
e
b
上
で
も
改
善
の
意
見
を
求
め
、
来
年
度
以
降
も

更
新
版
を
継
続
し
て
公
開
す
る
予
定
。
作
っ
て
終
わ
ら

せ
る
だ
け
の
も
の
に
な
ら
な
い
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
人

に
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
わ
な
い
人
の
た
め
に
印
刷
。

メ
デ
ィ
ア
等
に
も
紹
介
し
ま
し
た
。

・
メ
デ
ィ
ア
（
70
ヵ
所
）、
行
政
（
約
10
ヵ
所
）、
地
方

自
治
体
・
保
健
所
（
約
30
ヵ
所
）、
病
院
・
医
師
（
約

60
ヵ
所
）、専
門
学
校
（
約
20
ヵ
所
）、大
学
（
約
10
ヵ
所
）

等
に
配
布
。
普
及
依
頼
手
紙
を
会
員
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

団
体
等 （
約
8
0
0
ヵ
所
）
に
配
布
。

五
、
今
後
の
課
題

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
公
開
し
た
「
市
民
が
つ
く
る

ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
の
た
め
の
参
考
資
料
２
０
１
４

（
学
校
給
食
編
）」
は
、「
修
正
・
改
善
」
を
前
提
と
し

W
e
b
上
で
も
改
善
の
意
見
を
求
め
、
来
年
度
以
降

も
更
新
版
を
継
続
し
て
公
開
す
る
予
定
で
す
。

　

学
校
給
食
関
連
の
団
体
、
栄
養
士
、
調
理
員
、
等

の
立
場
の
人
で
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
が
わ
か
っ
て
い

る
人
に
、
デ
ー
タ
を
送
り
意
見
を
求
め
る
予
定
で
す
。

合
わ
せ
て
、「
市
民
が
つ
く
る
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
の
た

め
の
参
考
資
料
２
０
１
４
（
学
校
給
食
編
）」
を
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
わ
な
い
人
や
、
講
演
会
、
学
習

会
の
折
に
配
布
す
る
予
定
で
す
。

団
体
U
R
L

http://w
w

w
.atopicco.org
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　少子高齢化が進展するなかで、社会福祉制度の充実と福祉サービスの多様化が求められています。
そして福祉サービスの提供にあたっては、利用者との対等な関係の確立やサービスの質の向上などが
課題となっており、利用者のニーズに合った支援の充実を図るためには、支援業務に携わる方々の役
割が重要性を増しています。
　本会の助成事業は、そうした増大、多様化する福祉需要のなかで、社会福祉関係者の専門性向上な
どを目指した「研修事業」や「研究事業」、また地域社会で草の根的に取り組んでいる に
一部助成することにより、豊かな福祉社会の実現に寄与することを目的とします。

❶社会福祉関係者の資質向上に関する研修や研究（下記●～●の対象事業から1つ選択してください。）
❷社会福祉事業でそのテーマや内容に先駆的要素またパイロット性があるもの
❸事業の目的が明確で、実施後の具体的な成果が充分期待できるもの

福祉サービスのあり方や専門的知識、技能の習
得などをテーマとして開催される集合研修事業
（研修会、セミナー、講演会など）

講師謝金・交通費
宿泊費・会場費
報告書作成費

各福祉分野の先駆性ある事業の実践を通して行
われる成果、課題のまとめなどの実践研究事業

実践研究事業費
調査経費
報告書作成費

助成対象項目経費
合計の80％以内
かつ50万円以内

社会福祉関係者の専門性の向上、現任訓練の方
法や体系、また就労、福利厚生などをテーマとす
る調査研究事業

調査経費
謝金・原稿料
報告書作成費

福祉施設職員などが幅広い視野と専門性を持っ
て支援業務に携わるために、他の福祉施設、団
体などで一定期間実習する派遣研修事業

交通費
宿泊費
報告書作成費

主　旨

助成対象事業／助成内容1

❶助 成 金 総 額 ／ 2,000万円以内
❷事業実施期間 ／ 平成27年4月から平成28年3月末までに実施される事業を対象とします。

助成金総額／事業実施期間2

対象とならない事業 営利活動、宗教活動、政治活動を含むもの。またこれらの目的のために利用される事業。

平成27年度

●

修
研
合
集

●

修
研
遣
派

●

究
研
践
実

A

A D

B

C

●

究
研
査
調

業
事
修
研

業
事
究
研

額成助費経象対業事象対

D

公益財団法人 日本社会福祉弘済会

くっきり！ 福祉の未来形

社会福祉助成事業 実施要綱

平成27年度  社会福祉助成事業実施要綱
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申請時、下記資料を添付して提出ください。
❶申請団体の定款（任意団体は規則、規定）
❷申請団体紹介パンフレットや団体発行の機関誌など
❸申請団体の前年度の事業報告、決算書
❹申請団体の役員（会員）名簿

添付資料5

助成事業終了後1ヶ月以内に、完了報告書を提出ください。
❶事業完了報告書（様式指定）
❷事業成果物（講演レジメ、チラシなど）
❸収支計算書（予算に合わせて申請事業全体の収支計算書を作成してください。その際、助成対象経費
　の領収書のコピーを添付してください。）
❹事業成果原稿（様式指定）

事業完了報告書の提出8

申請案件は本会「選考委員会」（2月開催予定）の選考を経て、理事会（3月）で決定します。
選考結果は、採否に関わらず3月に各申請団体に書面にて通知いたします。

審査／結果通知6

❶申請団体は社会福祉事業や福祉施設の運営、福祉活動などを目的とする社会福祉法人、福祉施設、
　福祉団体などとします。
❷法人格のない任意団体、グループは市区町村社会福祉協議会の推薦を得て申請してください。
❸申請は1団体、1事業とします。

申請条件3

❶申 請 書 ／ 平成26年9月以降に、当会ホームページからダウンロードしてください。
❷申請期間 ／ 平成26年11月1日（土）～平成26年12月12日（金）消印有効
❸提 出 先 ／ 〒130-0022 東京都墨田区江東橋4-24-3
　　　　　　 公益財団法人 日本社会福祉弘済会 助成事業係　TEL:03-3846-2172

申請方法4

❶助成事業の中止や事業内容に変更が生じた場合は、前もって書面でご連絡ください。
❷助成事業に関わる広報資料や会議資料、報告書などに本会助成を受けている旨を明記してください。

助成事業の実施について7

※事業完了報告書の作成要領は、助成決定時にご通知いたします。

申請書はホームページからダウンロードできます。 http://www.nisshasai.jp/
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チャレンジ！ 介護福祉士



ご寄付をいただいた皆さま
（平成26年1月～平成26年9月）

ご寄付をいただいた皆さま
（平成26年1月～平成26年9月）

102014.10

いつでも、誰でも「はがき1枚」から参加できる
ボランティア活動。

—「書き損じはがき」の収集にご協力をお願いします—

数ある団体の中から当会の趣旨に賛同いただきご寄付を賜りました皆さまに
感謝申し上げます。温かいご支援ありがとうございました。

（敬称略）

NPO法人ワーカーズ・コレクティブたすけあい せや
赤磐市役所保健福祉部子育て支援課
阿部 徹
阿見町社協
岩手県社協
小笠原 智惠
奥出雲町社協
介護老人保健施設三恵荘
神栖市社協
神栖市社協波崎支所
木村 芳枝　

久留米市市民活動サポートセンター
気仙沼市社協
志免町総合福祉施設
泉南市社協
竹谷 尚人
鶴岡 操　
特養ホーム久慈平荘
豊明市社協ボランティアセンター
新居浜市ボランティア・市民活動センター
長谷川 功　　
八丈町社協

東近江市社協
彦根市社協
兵庫県立相生産業高等学校
藤原 春枝
米寿会
芳香会青嵐荘特養ホーム
前田 梨枝子　
松山市役所障がい福祉課
瑞浪市社協
三菱総研DCS株式会社総合企画部
美浜町ボランティアセンター



0120-37-2269
ジブラルタ生命保険株式会社 〒100-8953 東京都千代田区永田町 2-13-10
商品の詳細については、［パンフレット」、「契約概要」、「注意喚起情報」、「ご契約のしおり・約款」をご覧ください。

受付時間 平日 8：30～20：00 土曜 9：00～17：00（日曜・祝日・12/31～1/3 を除く）

Gi-J-2014-328（2014.10.2）ホームページ http://www.gib-life.co.jp/
コールセンター

「福祉の共済」で提携しているジブラルタ生命で、
10月2日に発売した新商品を紹介します！

短期の入院に手厚い保障！
1泊2日以上10日目までの入院で一律10日分の
入金給付金をお受取りいただけます。

・
ここが安心！3つのポイント

新発売 ジブラルタ生命の
医療保険（14）（保険料払込中無解約返戻金型）［無配当］

医療保険

Point
1

入院初期費用をカバーする入院初期加算給付金を上乗せ！
「初期加算タイプ」をお選びいただくと、入院開始後30日目まで
「入院初期加算給付金」が上乗せされます。

・

2
3大生活習慣病（がん・心疾患・脳血管疾患）
による入院は、疾病入院給付金の支払日数が無制限！

ケガで入院 一律10日分50,000円

医療保険（3大生活習慣病無制限･初期加算タイプ） 保険期間：終身　基本入院給付金日額：5,000円

［災害入院給付金］
ケガで2日以上継続して入院したとき 1泊2日以上

10日以下の入院 基本入院給付金日額×10

1日につき 5,000円入院11日目以降
基本入院給付金日額×入院日数

一律10日分50,000円1泊2日以上
10日以下の入院 基本入院給付金日額×10

1日につき 5,000円入院11日目以降
基本入院給付金日額×入院日数

100,000円1回につき
基本入院給付金日額×20

100,000円
基本入院給付金日額×20

25,000円1回につき
基本入院給付金日額×5

50,000円1回につき
基本入院給付金日額×10

病気で2日以上継続して入院したとき

1泊2日以上の継続入院中に、
所定の手術を受けたとき
外来･日帰り入院で、
所定の手術を受けたとき

所定の放射線治療を受けたとき

責任開始日からその日を含めて1年経過以後
に、骨髄･末梢血幹細胞採取手術を受けたとき

災害入院給付金または疾病入院給付金の
支払われる入院をしたとき

入院中の手術
［手術･放射線治療給付金］

・
3

Point

Point

初期加算タイプの場合

3 大生活習慣病無制限タイプの場合

保障内容例

入  
院

手 

術

ド
ナ
ー

病気で入院
［疾病入院給付金］

外来･日帰り入院での手術
［手術･放射線治療給付金］

放射線治療
［手術･放射線治療給付金］

骨髄･末梢血ドナーとして手術
［骨髄･末梢血幹細胞採取給付金］

お支払事由 お支払額

入院初期加算給付金
（入院開始後30日目まで）
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「公益財団法人 日本社会福祉弘済会」はジブラルタ生命と提携し「福祉の共済」を推進しています。



介護福祉士資格取得支援事業

詳しくは下記ホームページまたは右記事務局へ　　  （公財）日本社会福祉弘済会・事務局　TEL03-3846-2172

介護職として福祉最前線で勤務しながら「介護福祉士」資格を目指す方々を対象に、学習負担の軽減
と資格取得支援のためにオリジナル模擬テスト「チャレンジ！！ 介護福祉士」を提供しています。

① 模擬問題集・マークシート ② 模擬問題集と解説
③ 第25回過去問題解説集 ④ 第26回過去問題解説集

【4点セット】
定価4,000円（税・送料込）
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くっきり！ 福 祉 の 未 来 形

公益財団法人　日本社会福祉弘済会
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チャレンジ！！ 介護福祉士

P11 福祉の共済コーナー

平成27年度 社会福祉助成事業実施要綱

新理事長就任挨拶（日社済の事業と沿革）

P4 くっきり！ 福祉の未来形 ～日社済助成事業成果報告

「専門職（栄養士・調理師（員）・保育士・教師）のための食物アレルギーガイド」
NPO法人  アトピッ子地球の子ネットワーク

P10 「書き損じはがき」収集ご協力のお願い
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「チャレンジ!! 介護福祉士」改訂


